
話して安心。障がい者虐待を防ぐはじめの一歩

動物は愛情と責任をもって最後まで飼いましょう

さくらねこ活動を支援しています

ペットに必要な世話を怠ることは虐待です
　ペットを家族に迎えることは、一つの命を預かるこ
とです。飼う前に家族で「ペットと一緒に暮らせる住
環境を保てるか」「食事や排せつの世話、しつけが毎
日できるか」などが守れるかよく確認し、その動物が
命を終えるまで飼いましょう。

　南風原町では、飼い主のいない猫（野良猫）による生活環境被害（ふん尿や鳴き声など）の緩和と、殺処分の減
少に寄与する活動として、公益財団法人どうぶつ基金が不妊手術などの費用を全額負担する「さくらねこ無料不
妊手術事業」に参加し、地域猫活動を行う自治会や個人、ボランティア団体主体のTNR活動を支援しています。

さくらねこチケットの配布や活動手順などについてはこちらをご覧ください。
https://www.town.haebaru.lg.jp/soshiki/7/3725.html

　動物を傷つけたり遺棄する行為だけでなく、
十分な食事を与えない、病気を放置するなども
動物虐待です。不適正な飼育や動物遺棄を防ぐ
ために、必要に応じて避妊・去勢手術を行いま
しょう。

９月20日～26日は動物愛護週間 国民の間に広く動物の愛護と適正な飼養についての理解と感心を 
深めるように定められた週間で、９月20日～26日までとなっています。

動物愛護
週間とは？

障がいのある方への虐待は家庭、施設、職場など様々な場所で起こり得ます。虐待行為には、叩く、蹴る、
つねるなどの「身体的虐待」、わいせつな画像を見せる、裸にさせるなどの「性的虐待」、怒鳴る、悪口を言
うなどの「心理的虐待」、病気や怪我をしても病院を受診させない、食事や入浴などの身の回りの世話を
しないなどの「ネグレクト」、本人の同意なしに財産や預貯金を管理する、日常生活に必要なお金を与え
ないなどの「経済的虐待」の５種類に分けられます。地域の皆さんの見守りや気づきが障がいのある方
を守る力になります。「おかしいな。」、「気になるな。」と感じたら一人で抱え込まず、福祉課
障がい福祉班（基幹相談支援センター）までご相談ください。

■問 住民環境課 生活環境班　☎ 889-1797

■問 福祉課　☎ 889-4416

　エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影
響を受けた生活者などに対する支援をするため
５月から開始した「はえるん商品券（1人あたり
10,000円分）」を多くの方にご利用いただきたく、
引換・利用期限を1か月延長することにしました。
●対象者：令和８年３月１日時点で町内に住民登録がある方
●引換・利用期限：令和８年９月３０日(水)

はえるん商品券はえるん商品券
引換・利用期限延長

令
和
8
年

お問い合わせ 対象者に関すること…産業振興課 ☎889-4430
商品券に関すること…町商工会 ☎888-4477

住宅リフォーム
補助制度募集

町民が、町内の施工業者を利用して個人住宅のリフォーム（バリアフリー改
修工事、省エネ工事、住宅の耐久性を向上させる改修工事、テレワーク推
進改修工事）を行う場合に、住宅リフォームの費用の一部を補助するものです。

＊対象者
●町内に住民登録がある方
●対象住宅の居住者
●町税等の滞納がない方

＊対象住宅
町内の自己所有住宅
（建築後１年以上経過）

＊補助額
★対象工事費の 20％
★最高限度額 20万円

＊対象工事
●バリアフリー改修
●省エネ改修
●住宅耐久性向上改修
●テレワーク推進改修

※ 交付決定後に着手する
工事が対象です。

＊申込期間
令和８年
６月24日（水）～
10月３０日（金）
※予算がなくなり次第終了

■問 まちづくり振興課　☎ 889-4412

対象工事費　40万円
40万円×0.2（20％）＝8万円
助成額　　8万円
対象工事費　120万円
120万円×0.2（20％）＝24万円
※助成額の最高限度額は20万円

例 

①

例 

②

詳しくはこちら

詳しくはこちら
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